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　70年代後半、サーファーの間で話題にな
り、今も語り継がれる「フリーライド」とい
うサーフィン映画がある。これは1975年か
ら1976年にかけてのノースショアでの記録
映画だ。とはいえ、俺はその映像や内容は
あまり覚えてなくて、サウンドトラックにな
っていた音楽が頭に残っている。きっとこ
の映画は、他の70年代のサーフィン映画と
同じで、映像はすごかっただろうが、ほとん
どストーリーがなかったのだろう。しかもサ
ントラアルバムはレコード店でも売られてい
なかった。後でわかったのは、フィルムメー
カーのビル・デレーニーは勝手に音楽を使
い、レコード会社やアーティストから許可を
取っていなかった。もちろんDVDにもなっ
ていない。監督のビルは大きなスクリーン
で見てほしかったと言っているが、きっと音
楽の許可が取れなかったのだろう。サント
ラを欲しい人達は、ブートレッグ（海賊版）
のアルバムを買うか、一つひとつアルバムを
見つけて自分でテープを作るしかなかった。
　で、今回紹介するのは、その映画「フリ
ーライド」で流れていた曲のなかでも、気
に入ったアーティストのアルバムだ。サーフ
ィンをバックに流れていたのは、サーフィン

映画では珍しく、当時メジャーデビューして
いたアーティストの作品ばかりだった。パブ
ロ・クルーズ、アンディ・フェアウェザー・
ロウ、ジョーン・アーマトレーディング、ビ
リー・プレウトン、ハミングバードと、今回
紹介しているギャラガー・アンド・ライルだ。
彼らの曲は３曲入っていた。「ステイ・ヤン
グ」、「ブレイクアウェイ」、「カントリー・モ
ーニング」。彼らの曲はすごくメローで、今
ならサーフロックと言われるであろうアコー
スティックサウンドだった。その中の2曲は、
この1976年リリースのアルバム「ブレイク
アウェイ」に入っている。
　今でこそ許せるが、僕はレコード屋でこの
アルバムを見た時はショックだった！　アル
バムのジャケットに辟易した。ジャケ買い
という言葉があるが、それはあり得ない出
来だった。なにしろジャケットの写真はサー
ファーとは結びもつかない男性ふたりが、
ローラースケートをしているし、100歩譲っ
てもダサかった。ローラースケートなんて大
人がやる物じゃなかったしね。英語では「ト
ータリー・アンクール」という。直訳すると、
まったくもってクールじゃない。その上に彼
らが着ているシャツも、冴えなかった。ひと

りはボーダーの襟付きポロシャツ。もう一人
はロングスリーブの偽物スポーツウェア。ど
う見ても、サーファーじゃないし、海の匂い
も全然しない。し、しかし俺はそのアルバ
ムを買ってしまった。
　でもレコード店のインフォメーションを読
んでわかったのは、メンバーがふたりともス
コットランド出身だったことだ。海とは関係
ない人達だった。彼らは元々、イギリスのフ
ォークロックバンド「マクギニス・フリント」
のメインのソングライター達だった。オレは
すでにこのバンドのアルバムを持っていて、
大好きだった。そうか、もともと好きなテ
イストだったんだと納得した。このアルバム
「ブレイクアウェイ」は、あの映画に流れて
いるアーティスト達のなかでも、一番聴いて
いるかもしれない。彼らの見た目は海を感
じさせないが、サウンドは海の潮風を感じ
させてくれる。

名作『フリーライド』の幻サントラの一曲。
ギャラガー＆ライルの『ブレイクアウェイ』
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